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＜概要＞
1. 原子炉容器の高信頼性溶接や，ジェットエンジンタービン

 
ブレードの精密鋳造などの，高付加価値高温融体プロセ

 
スの最適化の為には，時間とコストの観点から，数値シ

 
ミュレーションが必須となっている．

2. このシミュレーションの精度を左右するのが，パラメータと

 
して用いる熱物性値である．

3. しかし，表面張力値については，信頼に足るデータが十

 
分整備されていない問題がある

4. この理由は，従来の測定では，高温で測定治具と融体が

 
反応し，測定自体が困難となることや，測定中の雰囲気

 
が殆ど考慮されていないためである．

5. 本研究では，無容器プロセスを利用した，高温融体の正

 
確な表面張力測定手法を確立した．

6. その結果，従来よりも正確で，2200K以上の高温までの

 
測定が可能となった．

7. また，雰囲気酸素分圧が高温融体の表面張力値とその

 
温度係数に及ぼす影響を明らかにした．

8. 特に，雰囲気酸素分圧が高い場合に，表面張力温度係

 
数が，高温で正から負の値に変化する挙動を，世界で初

 
めて実験的に観察した．
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本手法で測定したSUS304融体の表面張力値．
雰囲気酸素分圧が大きいAr/He中で，表面張力温度係数

 
が正から負の値に変化する様子が，世界で初めて観察さ

 
れた
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